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Li
sm
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e

姉
妹
都
市
で
あ
る
、オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア・リ
ズ
モ
ー
市
の
ジ
ェニ

ー・ダ
ウ
ェル
市
長
夫
妻
と
、ジ
ェ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ギ
ャ
リ

ー・マ
ー
フ
ィ
ー
夫
妻
が
、4
月

10
日
か
ら
16
日
ま
で
、大
和
高

田
市
を
訪
れ
ま
し
た
。来
訪
の

一
番
の
目
的
は
、3
つ
の
小
学

校
と
、高
校
ど
う
し
の
姉
妹
校

の
締
結
で
す
。

リ
ズ
モ
ー
市
と
大
和
高
田

市
は
、昨
年
の
姉
妹
都
市
交

流
50
年
を
経
て
、新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

姉妹都市交流　新たな51年目のスタート

リズモー市から絵画が贈られる
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4
月
10
日
㈭

多
数
の
職
員
が
拍
手
で
出
迎
え
る
中
、ジ
ェ
ニ
ー
市
長
夫
妻
一

行
が
、大
和
高
田
市
役
所
に
到
着
し
ま
し
た
。

4
月
14
日
㈪　
「
姉
妹
校
支
援
調
印
式
」並
び
に「
姉
妹
校

締
結
式
」

片
塩
・
浮
孔
・
磐
園
小
学
校
、高
田
商
業
高
校
の
各
校
長
が
、「
と

も
に
新
し
い
交
流
を
始
め
ま
し
ょ
う
」と
題
し
た
文
書
に
サ
イ
ン

し
ま
し
た
。ジ
ェ
ニ
ー
市
長
が
リ
ズ
モ
ー
市
へ
持
ち
帰
り
、リ
ズ

モ
ー
市
各
校
長
が
サ
イ
ン
し
て
、返
送
し
ま
す
。

大
和
高
田
市
と
リ
ズ
モ
ー
市
は
、姉
妹
校
の
絆
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、行
政
と
し
て
学
校
を
支
え
る
こ
と
を
明
記
し
た「
姉
妹
校
支

持
同
意
書
」に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

リ
ズ
モ
ー
市
長
一
行
の
主
な
行
程

◯
4
月
10
日
㈭　

議
場
で
歓
迎
式
典
、

庁
内
見
学
、公
共
施
設
見
学
、総
合
公

園
で
、さ
ざ
ん
か
を
植
樹
、歓
迎
夕
食

会
◯
4
月
11
日
㈮　

明
日
香
村
、奈
良
市

訪
問

◯
4
月
14
日
㈪　

姉
妹
校
締
結
式
の

後
、浮
孔
小
学
校
訪
問
、総
合
福
祉
会

館
見
学
、図
書
館
で
図
書
の
贈
呈

◯
4
月
15
日
㈫
～
16
日
㈬　

プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
広
島
市
訪
問

4
月
16
日
㈬
、リ
ズ
モ
ー
市
長
一
行

は
、関
西
国
際
空
港
か
ら
帰
国
し
ま
し

た
。翌
日
に
は
無
事
に
帰
国
し
た
こ
と

と
、滞
在
中
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
人

た
ち
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
メ
ー
ル

が
あ
り
ま
し
た
。

姉妹都市交流　新たな51年目のスタート

姉妹校締結先
片塩小学校 と　リズモー公立小学校

浮孔小学校 と　グーネラバー小学校

磐園小学校 と　セントカーセージ小学校

高田商業高校 と　カディナ高校

現
在
、
大
和
高
田
市
と
リ
ズ

モ
ー
市
は
、高
校
生
を
相
互
派
遣

し
、互
い
の
市
や
文
化
を
学
ん
で

い
ま
す
。両
市
長
は
会
談
の
際
に

「
未
来
を
見
据
え
て
種
を
ま
く
」と

い
う
フ
レ
ー
ズ
を
使
い
、姉
妹
都

市
交
流
の
今
後
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。今
回
の
姉
妹
校
締
結

に
よ
り
、高
校
生
だ
け
に
限
ら
ず
、

未
来
を
担
う
幼
い
子
ど
も
た
ち
に

も
リ
ズ
モ
ー
市
、そ
し
て
国
際
交

流
に
興
味
を
持
ち
、近
い
将
来
、派

遣
学
生
と
し
て
、リ
ズ
モ
ー
市
を

訪
れ
て
も
ら
え
た
ら
、と
考
え
ま

す
。ま
た
今
後
は
、先
人
た
ち
が
築

い
た
50
年
を
大
切
に
し
、さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
た
め
、学
校
間
だ
け

で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
交

流
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。日

本
か
ら
遠
く
離
れ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
リ
ズ
モ
ー
市
。人
口
は

当
市
よ
り
下
回
り
ま
す
が
、面
積

は
76
倍
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
緑
豊

か
で
広
大
な
地
を
、市
民
み
ん
な

で
、よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
姉
妹
都
市
関
係
を
築
い
て

い
き
た
い
で
す
。

庁内見学公共施設見学さざんか植樹浮孔小学校訪問
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⑵
不
開
示
情
報
別
件
数

条
例
第
６
条
に
定
め
る
不
開
示

情
報
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、部

分
開
示
と
な
っ
た
事
例
の
理
由
は

次
の
と
お
り
で
す
。

⑶
開
示
請
求
の
内
容

　

及
び
決
定
の
内
容

「
別
表
１
」の
と
お
り
で
す
。

⑷
異
議
申
立
て
等
の
件
数
及
び

　

処
理
の
状
況

平
成
25
年
度
は
、異
議
申
立
て

等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑸
開
示
実
績
の
あ
る
公
文
書
の

　

写
し
の
交
付
等
申
込
み
の
内
容

過
去
に「
大
和
高
田
市
情
報
公

開
条
例
」に
基
づ
く
開
示
請
求
が

あ
り
、開
示（
全
部
開
示
・
部
分
開

示
）の
実
績
が
あ
る
文
書
に
つ
い

て
は
、同
じ
内
容
に
つ
い
て
開
示

の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、「
公

⑴
開
示
請
求
件
数

　

及
び
処
理
件
数

「
大
和
高
田
市
情
報
公
開
条
例
」

に
基
づ
く
開
示
請
求
が
19
件
あ
り

ま
し
た
。

平
成
25
年
度

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

平
成
25
年
度
中
に
、
市
が
運
用
を
お
こ
な
っ

た
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
、

件
数
や
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
企
画
法
制
課　

内
線
２
７
５
〕

  

情
報
公
開
制
度
の

  

運
用
状
況

実施機関 件数 処　　理　　内　　容 （件） 写しの
交付 ( 枚 )開示 部分開示 不開示 存否 不存在 却下 取下げ

市　　　長 13 6 7 0 0 0 0 0 324 
議　　　会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
教育委員会 2 0 2 0 0 0 0 0 14 

選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
監 査 委 員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
農業委員会 2 1 1 0 0 0 0 0 2 

固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
水道事業管理者 2 2 0 0 0 0 0 0 2 

合　　　計 19 9 10 0 0 0 0 0 342 

不　開　示　情　報 件数

１号  個人に関する情報 10 
２号  法人等事業活動情

報 3 

３号  意思形成過程情報 1 

４号  事務事業執行情報 0 

５号  法令秘情報 0 
６号  犯罪等社会的危害防

止情報 0 

合　　　計 14 

別表１：開示請求の内容及び決定の内容（平成 25 年度）
№ 請求日 請　求　公　文　書　の　内　容 実施機関 所管課 決定内容 不開示

該当

313 H25.04.11
（○○の貸付） 
・公有財産規則に基づいた「公有財産異動通知書」 
・平成25年度「行政財産使用許可申請書」及び交付した「行政財産使用許可書」

市　長 土木管理課 開示

314 H25.04.23
・大和高田市総合公園施設の事業報告書（平成23年度全体及び平成24年度4月分か

ら3月分まで） 
・大和高田市総合公園施設指定管理者の選定に係る資料

市　長 都市計画課 部分開示 １号 
２号 

315 H25.04.25 平成25年1月1日から平成25年3月31日までに届出のあった「住居番号付番通知書」
及び該当の「住居表示台帳」 市　長 市民課 部分開示 １号

316 H25.05.07

平成24年4月1日から平成25年3月31日までの期間に市長が締結した損害保険契約
（保険料が10万円以上のものに限る。）の証券の写し又は当該保険の内容が分かるも

のの写し（自賠責保険、全国市長会、㈳全国市有物件災害共済会などの公的機関との
損害保険契約を除く。）

市　長 企画法制課 開示

317 H25.05.07 316と同主旨の内容 教育委員会 教育総務課 部分開示 １号

318 H25.05.07 316と同主旨の内容 水道事業管理者 水道工務課 開示

319 H25.06.13 農業委員会会議の委員の出席状況及び開催日時（開始時間及び終了時間）が分かる
資料（平成23年度及び平成24年度分） 農業委員会 農業委員会 部分開示 １号

320 H25.06.24 社会福祉法人慈光園及び社会福祉法人安寧福祉会の平成24年度（平成25年3月期）
の貸借対照表及び損益計算書 市　長 介護保険課 開示

321 H25.06.26 平成25年1月7日から平成25年6月25日までの間に受け付けた開発事業に伴う事前
協議申請書及び添付図書である付近見取り図 市　長 都市計画課 部分開示 １号

322 H25.07.04

平成25年4月1日から平成25年7月3日までの間において保険会社と契約している損
害保険証券の写し又は契約内容の分かるものの写し ①年間保険料が10万円以上の
もの ②全国市長会、㈳全国市有物件災害共済会などの公的機関との損害保険契約
及び自賠責保険を除く。 ③イベント等短期のものは、平成24年7月4日から平成25
年7月3日の間における契約で1回10万円以上のもの

市　長 企画法制課 開示

323 H25.07.04 322と同主旨の内容 教育委員会 教育総務課 部分開示 １号

324 H25.07.04 322と同主旨の内容 水道事業管理者 水道工務課 開示

325 H25.07.09

社会福祉法人大和高田市社会福祉協議会から提出のあった、平成24年度一般会計資
金収支計算書・平成24年度特別会計資金収支計算書・平成24年度一般会計事業活動
収支計算書・平成24年度特別会計事業活動収支計算書・平成25年3月31日現在の貸
借対照表及び財産目録

市　長 社会福祉課 開示

326 H25.07.26 平成24年度に議会に提出した路線の認定、廃止及び変更情報 ・認定、区域決定及び
供用開始が分かる資料（告示文書） ・議会に提出したレベルの位置図 市　長 土木管理課 開示

327 H25.08.02 平成22年度大和高田市総合公園事業計画書 市　長 都市計画課 部分開示 １号

328 H25.09.19 行政財産目的外利用許可を受けた○○の平成20年度から平成24年度までの事業報
告書（会計報告書を含む。） 市　長 土木管理課 部分開示 １号

２号 
329 H25.10.09 平成24年度の農業委員の活動実態記録簿 農業委員会 農業委員会 開示

330 H25.12.27 市長が出席した平成25年12月20日の奈良県市町村総合事務組合定例議会の全員協
議会と本会議で配布された資料全て 市　長 秘書課 部分開示

１号
２号
３号

331 H26.03.11 株式会社○○が提出した○○の地元住民等との協議報告書（地元要望質問書、回答
書及び配布資料を除く。） 市　長 都市計画課 部分開示 １号
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⑸
大
和
高
田
市
個
人
情
報
保
護

　

運
営
審
議
会
の
開
催
状
況

平
成
25
年
度
は
、開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

※
市
が
出
資
す
る
法
人
へ
の

　

開
示
請
求
等

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

は
、市
の
施
策
に
準
じ
て
個
人
情

報
保
護
制
度
を
推
進
す
る
た
め
の

要
綱
を
整
備
し
て
い
ま
す
。平
成

25
年
度
は
、こ
の
要
綱
に
基
づ
く

開
示
請
求
、訂
正
請
求
、削
除
請
求

及
び
中
止
請
求
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

平
成
25
年
度　

審
議
会
等
の
会

議
の
公
開
状
況
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

※
公
開
さ
れ
た
会
議
の
議
事
録
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

⑵
開
示
等
請
求
件
数
及
び

　

処
理
件
数

①
開
示
請
求（
条
例
第
18
条
に
よ

る
情
報
公
開
室
で
の
請
求
）、訂

正
請
求
、削
除
請
求
、利
用
又
は

提
供
の
中
止
の
請
求

開
示
等
請
求
の
内
容
及
び
決
定

の
内
容
は
、「
別
表
２
」の
と
お
り

で
す
。

②
条
例
第
22
条（
簡
易
な
開
示
）に

よ
る
開
示
請
求（
各
担
当
課
で

の
要
綱
に
基
づ
く
請
求
）

「
別
表
３
」の
と
お
り
で
す
。

⑶
異
議
申
立
て
等
の
件
数
及
び

　

処
理
の
状
況

平
成
25
年
度
は
、異
議
申
立
て

等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑷
大
和
高
田
市
個
人
情
報
保
護

　

審
査
会
の
開
催
状
況

平
成
25
年
度
は
、異
議
申
立
て

等
が
な
く
、会
議
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

文
書
開
示
請
求
書
」に
よ
ら
ず「
公

文
書
の
写
し
等
申
込
書
」に
よ
り

情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
、交
付
等
申
込

み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑹
大
和
高
田
市
情
報
公
開

　

審
査
会
の
開
催
状
況

平
成
25
年
度
は
、異
議
申
立
て

等
が
な
く
、会
議
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

※
市
が
出
資
す
る
法
人
へ
の
開

示
請
求

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

は
、市
の
施
策
に
準
じ
て
情
報
公

開
制
度
を
推
進
す
る
た
め
の
要
綱

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
、こ
の
要
綱
に

基
づ
く
開
示
請
求
は
、あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

⑴
個
人
情
報
取
扱
事
務
の

　

届
出
件
数

  

個
人
情
報
保
護
制
度

  

の
運
用
状
況

平
成
25
年
度  

審
議
会
等

の
会
議
の
公
開
の
状
況

実　施　機　関 件数

市　　　長 ２４３
議　　　会 ２
教育委員会 ５７

選挙管理委員会 ９
監 査 委 員 １
公平委員会 １
農業委員会 ８

固定資産評価審査委員会 ０
水道事業管理者 １２

合　　　計 ３３３

別
表
３

別
表
２

☆
開
示
等
請
求
の
内
容
及
び
決
定
の
内
容

実施機関 担当課 開　示　内　容 件数
市　長 保険医療課 過去5年間の国民健康保険に係るレセプト １
市　長 保険医療課 過去5年間の老人医療に係るレセプト ０
市　長 保　護　課 過去5年間の生活保護に係るレセプト ０

市　長 介護保険課 次のうち必要な事項
要介護・要支援認定に係る調査内容、主治医意見書、介護認定審査会における認定結果 ６３

市　長 看護専門学校 入学者選抜試験における各試験得点及びその合計点 ０
教育委員会 商業高校事務管理課 入学者選抜試験における各教科別検査得点及びその合計点 １６６

（平成 26 年３月 31 日現在）

会議の開催数 １３８回

そのうち、公開とし
た会議の開催数 １８回

そのうち、 一 部 非
公開とした会議の
開催数

０回

そのうち、非公開と
した会議の開催数 １２０回

傍聴人の数 ０人

（平成26年3月31日現在）

№ 請求 個人情報の内容 実施機関 所管課 決定日 決定内容 不開示
該当日 区分

108 H25.06.03 開示 平成25年5月21日から平成25年5月30日までになされた請
求者の住民票等交付申請書及び付属書類 市長 市民課 H25.06.04 開示

109 H25.07.05 開示 請求者の平成24年度障害程度区分認定調査票及び医師意
見書 市長 社会福祉課 H25.07.19 部分開示 1 号

110 H25.09.19 開示
請求者の介護サービスを行っていた事業所○○に対する
介護保険課長及び地域包括支援課長による公務での調
査、事実確認の結果が分かる書類一式

市長 介護保険課 H25.09.26 開示

111 H25.09.19 開示
請求者の受けた介護サービスに係る○○から本市に対す
る請求書
平成21年1月1日から平成24年3月31日まで

市長 保護課 H25.09.26 開示

112 H26.02.06 開示 請求者の平成18年分から平成24年分までの所得税の確定
申告書第1表及び第2表の写し 市長 税務課 H26.02.06 開示

113 H26.02.17 開示
地域包括支援課職員が請求者の家に訪問した際の記録
（訪問日平成24年2月20日・平成24年3月7日・平成24年
7月25日）

市長 地域包括
支援課 H26.02.25 部分開示 1 号

3 号

請 求 区 分 件数

開　示　請　求 ６

訂　正　請　求 ０

削　除　請　求 ０

利用又は提供の
中止の請求 ０

合　　　計 ６
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「臨時福祉給付金」・「子育て世帯臨時特例給付金」について

臨時福祉給付金（市民税が非課税、かつ、市町村民税課税者に扶養されていない人へ）

子育て世帯臨時特例給付金（平成26年１月分の児童手当受給者へ）

平成26年4月から消費税率が引き上げられたことに伴い、所得の低い人や子育て世帯への負担の影響を考慮し、暫定的・臨時
的な措置として、「臨時福祉給付金」及び「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されます。
具体的な申請手続きや申請時期（8月上旬ごろ開始を予定しています）などは決まり次第、広報誌や市ホームページなどでお
知らせします（※申請先は、平成26年1月1日において住民登録されている市町村です。申請開始時期などは、市町村により異な
ります。平成26年1月2日以降に転入した人は、前住所地の市町村へお問い合わせください）。

※市民税の課税状況等の給付要件により、どちらの給付金も受給できない人もいます。
※臨時的な給付措置として、1回限り支給されるものです（継続して支給されるものではありません）。
※受け取ることができるのは、どちらか1つの給付金です。

給付対象となる人（以下の条件をすべて満たす人）
○平成26年1月1日において、本市の住民基本台帳に登録（住民登録）されている人
○平成26年度市民税（均等割）が課税されていない人
※平成26年度市町村民税（均等割）が課税されている人の税法上の扶養親族等は除く

○生活保護等を受給されていない人
給付額
○給付対象者1人につき1万円
○給付対象者のうち、下記に該当する人は、5千円を加算
・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金の受給者など
・児童扶養手当、特別児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など
※複数の手当等を受給されていても、加算額は1人につき5千円が上限

給付対象となる人（以下の条件をすべて満たす人）
○平成26年１月１日において、本市の住民基本台帳に登録（住民登録）されており、かつ、
平成26年１月分の児童手当（特例給付を含む）の受給者

○平成25年中の所得が、児童手当の所得制限額を超えない人
○臨時福祉給付金の対象とならない人
○生活保護等を受給されていない人
対象児童
○平成26年１月分の児童手当（特例給付を含む）の対象となる児童

給付額
○対象児童１人につき１万円

「臨時福祉給付金」が対象とならない人（市民税が課税の人）でも、中学生以下の子どもが
いる世帯（子育て世帯）には、「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されます（※ただし、所得
制限あり）。

※配偶者からの暴力を理由に避難している人へ
配偶者からの暴力を理由に避難しているが、事情により、基準日（平成26年１月１日）時点で住民票を移すことができていない人で、一定の要件を満た

す人は、事前に申し出ることにより、実際に住んでいる市町村から給付金を受けられる場合があります。事前申出をされていない人は、早急に実際に住ん
でいる市町村に相談してください。

※「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」などを装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。
・市や厚生労働省などの職員がＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願いすることは、絶対にありません。
・ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
・市や厚生労働省などの職員が、「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」を支給するために、手数料などの振込を求めることは絶対にありません。
・現時点で、市や厚生労働省などの職員が住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会することは、絶対にありません。
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いいえ

次の手当等の受給者ですか？

スタート
はい

臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金
支給対象者確認フローチャート

このフローチャートは、臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金の支給対象者かどうかを判断するため
の、おおまかな目安として示すものです。
このフローチャートの結果に、必ずしも当てはまらない場合もありますので、ご了承ください。
基準日は、平成26年1月1日になります。

生活保護を受けていま
すか？

臨時福祉給付金
の対象者になる可能性

があります。
（１万円）

臨時福祉給付金
の対象者になる可能性
があります。※加算あり
（１万５千円）

子育て世帯臨時特例給付金
の対象者になる可能性

があります。
（児童１人につき１万円）

平成26年度の市民税の均等
割が課税されていますか？
または、課税となっている
人に扶養されていますか？

・老齢基礎年金、障害基礎年金、
遺族基礎年金の受給者等

・児童扶養手当、特別児童扶養手当、
特別障害者手当等の受給者等

※平成26年6月中旬頃課税が
確定します。

平成26年1月分の
児童手当の受給者で
すか？

平成25年の所得が児童手
当の所得制限限度額未満で
すか？

給付金の対象者では
ありません。

給付金の対象者では
ありません。

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ はい

はい

給付金の対象者では
ありません。

【児童手当の所得制限限度額（給与収入ベース）】
区分（扶養親族等の数）

子１人（１人）

夫婦子１人（２人）

夫婦子２人（３人）

875.6万円

917.8万円

960万円

限度額目安（給与収入ベース）

問い合わせ先
◉臨時福祉給付金および子育て世帯臨時特例給付金

…社会福祉課　臨時福祉給付係　☎0745-22-1101（内線381・380）
◉子育て世帯臨時特例給付金

…児童福祉課　児童福祉グループ　☎0745-22-1101（内線567・576・585）
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平 成 2 6 年 3 月

定 例 市 議 会

中
学
校
給
食
の
実
施
時
期

に
つ
い
て
。

市
政
会　

西
村
議
員

中
学
校
給
食
検
討
委
員
会

の
審
議
の
中
で
、給
食
を
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
報
告

平
成
26
年
３
月
定
例
市
議
会
は
、３
月
７
日
か
ら
20
日
ま
で
の
14
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
は
、平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
、特
別
会
計
予
算
７
件
、

企
業
会
計
予
算
２
件
、平
成
25
年
度
補
正
予
算
８
件
、条
例
案
件
６
件
、契
約
案

件
２
件
、指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
案
件
２
件
、人
事
案
件
１
件
、決
議
の

提
出
が
１
件
お
よ
び
意
見
書
の
提
出
が
３
件
の
計
33
議
案
が
提
出
さ
れ
、そ
れ

ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

本
号
で
は
、７
日
の
市
長
の
施
政
方
針
に
対
す

る
代
表
質
問
お
よ
び
19
日
・
20
日
に
行
わ
れ
た
一

般
質
問
の
一
部
等
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、公
平
委
員
会
の

委
員
と
し
て
仲
川
惠
章
氏
の
推
薦
に
、同
意
さ
れ

ま
し
た
。

施政方針
に対する
代表質問

問答

を
受
け
て
い
る
。平
成
26
年
度
と
平

成
27
年
度
は
、学
校
施
設
の
耐
震

化
工
事
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る

が
、中
学
校
給
食
に
つ
い
て
も
、並
行

し
て
具
体
的
な
実
施
方
法
等
の
準

備
作
業
を
進
め
て
お
り
、平
成
27

年
度
に
は
耐
震
化
工
事
の
進
捗
状

況
も
勘
案
し
な
が
ら
、給
食
施
設
の

実
施
設
計
に
着
手
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
た

め
に
、他
市
町
村
の
学
校
で

は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
教
育

は
実
施
で
き
な
い
の
か
。

公
明
党　

堂
本
議
員

本
市
で
は
、地
域
の
実
情
に

応
じ
た
特
色
あ
る
園
、学
校

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

総
合
学
習
の
時
間
な
ど
に
地
域

の
お
年
寄
り
を
招
く
こ
と
で
、昔
の

遊
び
を
体
験
し
た
り
、地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、英

語
学
習
や
図
書
の
読
み
聞
か
せ
を

行
う
な
ど
、学
校
ご
と
に
地
域
と
連

携
し
た
特
色
の
あ
る
教
育
を
進
め
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
充

実
を
図
り
、行
政
と
学
校
、地
域
、

家
庭
が
力
を
合
わ
せ
て
、本
市
の
教

育
全
体
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
は

答 問

平
成
26
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
予
算

２
３
５
億
７
、０
０
０
万
円
な
ど
可
決
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大和高田市議会は、ホームページで議会情報を発信しています。議会ホームページへの接続方法は、以下のとおりです。
 ● 大和高田市ホームページ→左サイドメニュー「大和高田市議会」　　   ● 検索サイトなどで、「大和高田市議会」と入力して検索

広
報
誌
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、新
年
度
で
は
、雑

誌
へ
の
登
載
や
、秋
の
イ
ベ
ン
ト
時
に

は
チ
ラ
シ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
事
前

配
布
を
行
い
、さ
ら
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
観
光
サ
イ
ト
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
見
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
も
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ら
に
よ

り
、高
田
の
良
さ
を
高
田
市
民
に
再

確
認
し
て
い
た
だ
き
、興
味
や
関
心

を
市
内
外
の
人
に
持
っ
て
い
た
だ
き
、

ひ
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
高
田
市

に
住
み
、暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
め
ざ
し
て
、人
口
の
増
加
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
工
事
の
入
札
に
お
い

て
、
最
低
制
限
価
格
を
提

示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い

て
。

市
政
会　

仲
本
博
文
議
員

最
低
制
限
価
格
の
事
前
公

表
を
行
っ
た
理
由
に
つ
い
て

は
、過
去
に
最
低
制
限
価
格
の
設

も
と
よ
り
、道
徳
教
育
な
ど
の
充
実

を
図
り
、心
豊
か
な
人
間
性
を
育

み
、魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
の
安
全
を
守
る
と
い
う

点
に
お
い
て
、市
立
病
院
西

館
、市
役
所
本
庁
舎
の
建
替
え
が

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

市
民
ク
ラ
ブ　

森
村
議
員

本
市
の
公
共
施
設
の
う
ち
、

ま
ず
緊
急
性
の
高
い
義
務

教
育
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
て
い

る
。そ
の
ほ
か
に
、市
役
所
庁
舎
、市

立
病
院
西
館
、上
下
水
道
部
の
庁

舎
、総
合
体
育
館
な
ど
耐
震
化
や

長
寿
命
化
の
必
要
性
が
あ
る
中
で
、

市
役
所
庁
舎
は
、災
害
時
に
対
策

本
部
を
設
置
す
る
重
要
な
場
所
で

あ
る
。平
成
26
年
度
は
、市
庁
舎
整

備
庁
内
検
討
委
員
会
に
お
い
て
他

市
の
事
例
を
研
究
す
る
な
ど
、建
替

え
に
つ
い
て
一
歩
踏
み
込
ん
で
検
討

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

市
立
病
院
西
館
に
つ
い
て
は
、病
院

経
営
を
維
持
し
な
が
ら
放
射
線
治

療
な
ど
の
高
度
医
療
の
推
進
を
図

り
、地
域
医
療
に
貢
献
す
る
病
院

と
し
て
、耐
震
や
建
替
え
を
含
め
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
研
究
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

認
知
症
早
期
発
見
の
仕
組

み
づ
く
り
の
、具
体
的
な
内

容
や
対
策
に
つ
い
て
。

共
産
党　

沢
田
議
員

認
知
症
の
早
期
発
見
は
、認

知
症
対
策
推
進
５
か
年
計

画
、通
称
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
お
い
て

も
重
要
な
位
置
づ
け
だ
と
認
識
し
て

い
る
。認
知
症
は
、脳
の
病
気
で
あ
る

こ
と
か
ら
、早
期
発
見
、早
期
治
療

が
大
切
で
あ
り
、本
人
だ
け
で
な
く
、

家
族
に
と
っ
て
も
初
期
に
適
切
な
対

応
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、平
成
26
年
度
よ

り
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に

認
知
症
の
危
険
性
を
示
す
こ
と
が

で
き
る
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、簡
易

チ
ェッ
ク
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。ま
た
、認
知
症
に
気
づ

い
た
人
や
家
族
が
相
談
で
き
る
よ

う
、新
た
に
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催

や
、地
域
包
括
支
援
課
に
よ
る
相

談
機
能
の一
層
の
強
化
に
努
め
た
い
。

人
口
増
加
や
観
光
施
策
等

に
お
け
る
、高
田
の
魅
力
の

発
信
方
法
に
つ
い
て
。

み
ら
い　

奥
本
議
員

定
を
し
て
い
な
い
時
期
が
あ
り
、ダ
ン

ピ
ン
グ
受
注
に
つ
な
が
る
価
格
競
争

の
み
に
偏
っ
た
入
札
結
果
が
多
く
見

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、平
成
20
年
度
よ

り
最
低
制
限
価
格
を
設
定
し
、事

前
公
表
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
制
度

の
導
入
に
よ
り
、入
札
の
公
正
を
害

そ
う
と
す
る
不
正
行
為
の
抑
止
、入

札
手
続
の
透
明
性
の
確
保
及
び
極

端
な
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
阻
止
に
よ

る
公
共
工
事
の
品
質
確
保
等
に
も

効
果
が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。本

市
の
入
札
方
式
は
、奈
良
県

に
準
じ
て
整
備
を
し
て
お
り
、今
後

も
公
正
・
公
平
な
入
札
の
実
現
に
向

け
、改
善
・
改
革
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
つ
い
て
。

市
政
会　

戸
谷
議
員

市
庁
舎
や
病
院
の
建
築
に

よ
っ
て一
般
会
計
に
与
え
る
ス

ト
レ
ス
や
、老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

中
央
公
民
館
等
、現
時
点
で
作
成

し
た
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
初
案
を
、今

年
２
月
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。た
だ
、そ
れ
以
外
の
道
路
、側

溝
、橋
り
ょ
う
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
関
係

に
つ
い
て
は
、市
内
部
で
事
業
費
積

算
の
手
だ
て
が
な
い
も
の
で
あ
り
、ま

た
市
営
住
宅
関
係
に
つ
い
て
も
、新

年
度
で
長
寿
命
化
計
画
等
を
予
定

し
て
お
り
、今
回
は
対
象
外
と
し
て

い
る
。今
後
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
実
施
に
つ
い
て
、情
報
を
取
り

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。（

仮
称
）市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
設
置
予
定
の
、県
の
行
政

機
能
に
つ
い
て
。

市
民
ク
ラ
ブ　

仲
本
清
治
議
員

県
の
行
政
機
能
の
対
象
範

囲
は
、県
税
事
務
所
、保
健

所
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。行
政
の
対
象
範

囲
は
、本
市
の
み
な
ら
ず
、中
南
和

を
含
む
今
ま
で
の
県
総
合
庁
舎
の

対
象
範
囲
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
福
祉
計
画
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

公
明
党　

藤
田
議
員

本
市
で
は
、総
合
計
画
を
も

と
に
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
地
域
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
、住
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
策
定
し
、本
市

福
祉
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

問 答

答答

答

答

一般質問

問

問

問

問答

問

答 問
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平 成 2 6 年 3 月

定 例 市 議 会
地
域
福
祉
計
画
は
、地
域
住
民
の

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
や

活
動
を
行
う
者
が
相
互
に
協
力
し
、

地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て

支
え
合
う
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、市
が
主
体
と
な
っ
て
策
定
す
る

も
の
で
あ
り
、重
要
な
計
画
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
も
そ
の
中
に
含
む
こ
と
と
な
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
る
。ま
た
、子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
等
も

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、個
々
の

活
動
計
画
を
も
と
に
、地
域
住
民

の
協
力
や
理
解
を
得
な
が
ら
、地
域

福
祉
計
画
の
策
定
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
。み

ら
い　

平
郡
議
員

災
害
時
に
市
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
こ
と
を
第
一
に

考
え
、初
動
体
制
・
緊
急
体
制
を
速

や
か
に
機
能
さ
せ
、行
政
機
能
の
確

保
や
持
続
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、減
災
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。ま
た
、地
域
住
民
の
自
主

的
な
初
動
活
動
や
地
域
で
の
救
援
、

避
難
誘
導
な
ど
の
地
域
住
民
の
力

を
結
束
し
た
自
主
防
災
組
織
が
地

域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
認
識
し
て
い
る
。現
在
、自

主
防
災
組
織
結
成
率
は
51
・８
％
、

38
団
体
が
結
成
さ
れ
、引
き
続
き
、

未
結
成
の
自
治
会
等
に
結
成
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、防
災
・
減
災

に
対
す
る
共
通
認
識
を
持
っ
て
、自

治
会
と
も
連
携
し
、自
助
・
共
助
・
公

助
の
あ
り
方
を
協
議
し
な
が
ら
、防

災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ま
た
、広
く
市
民
に「
地
域
の
安

全
は
地
域
で
守
る
」と
い
う
意
識

で
、地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
今
後
も
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

本
市
の
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
。

日
本
共
産
党　

向
川
議
員

障
が
い
者
の
生
活
の
場
を
入

所
施
設
や
病
院
か
ら
地
域

に
移
行
す
る
こ
と
は
、重
要
な
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。障
が
い
を

お
持
ち
の
方
が
、地
域
で
の
生
活
を

継
続
し
て
行
え
る
よ
う
、生
活
等
の

相
談
を
、市
の
窓
口
で
行
う
と
と
も

に
、市
内
３
事
業
所
に
相
談
支
援

事
業
の
委
託
を
行
い
対
応
し
て
い

る
。ま
た
、国
の
施
策
と
し
て
、平
成

26
年
度
か
ら
ケ
ア
ホ
ー
ム
と
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の一
元
化
が

な
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、地
域
に
根

差
し
た
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、有

意
義
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。本
市
に
お
い
て
は
、

自
立
支
援
と
し
て
、就
労
移
行
及
び

就
労
継
続
支
援
等
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、今
後
、障
が
い
を
お
持
ち
の

方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
は
、ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

か
、そ
の
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

ほ
か
、６
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）ほ
か
、３
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

平
成
26
年
度
大
和
高
田
市
一
般

会
計
予
算
ほ
か
、15
議
案

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
、特

別
会
計
予
算
、企
業
会
計
予
算
、

条
例
案
件
、及
び
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
審
査
す
る
た
め
、予

算
特
別
委
員
会（
委
員
８
名
）が
設

置
さ
れ
、各
議
案
の
審
査
が
行
わ
れ

た
。な

お
、採
決
の
結
果
、賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決

● 

提
出
さ
れ
た

意
見
書
・
決
議 

●

●

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

見
書

●

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

●

労
働
者
を
保
護
す
る
ル
ー
ル
の

後
退
に
反
対
を
求
め
る
意
見
書

●

奈
良
県
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

を
！
中
間
駅
の
早
期
決
定
を
求

め
る
決
議

次
の
定
例
会
は
、６
月
13
日
㈮
か

ら
開
会
の
予
定
で
す
。

問答

総
務
財
政
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

答 問

委 員 会
審査結果
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工
事
中
で
し
ょ
う
か
。な
だ
ら
か

な
坂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

答
え
は
、う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

市
役
所
お
よ
び
市
内
各
公
共
施

設
で
は
、5
月
1
日
㈭
か
ら
10
月
31

日
㈮
ま
で
の
期
間
中
、各
施
設
内
の

適
正
冷
房（
28
℃
）の
徹
底
と
、ノ
ー

上
着
・ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
、軽
装
で

執
務
を
お
こ
な
う「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ

ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
人
事
課　

内
線
２
１
１
〕

「
夏
の

エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

実
施
中

制
度
融
資
の

限
度
額
引
き
上
げ

市
で
は
、市
内
中
小
企
業
者
の

経
営
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
、保

証
料
お
よ
び
利
子
の一
部
補
給
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
よ
り
、限

度
額
を
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ま

し
た
。

・
設
備
資
金　

１
，０
０
０
万
円
を

１
，５
０
０
万
円
と
し
、融
資
期

間
７
年
以
内

・
運
転
資
金　

６
０
０
万
円
を
１
，

０
０
０
万
円
と
し
、融
資
期
間
５

年
以
内

※
設
備
資
金
と
運
転
資
金
を
併
用

し
て
利
用
し
た
場
合
の
限
度
額

は
１
，５
０
０
万
円

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、

取
扱
金
融
機
関
を
通
じ
て
、申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
産
業
振
興
課　

内
線
２
４
８
〕
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「
お
い
し
い
な
　
だ
い
じ
な
お
水
　
ご
く
ご
く
り
」

6
月
１
日
〜
７
日

水
道
週
間

6
月
1
日
〜
30
日

環
境
月
間

６
月
５
日
の「
環
境
の
日
」を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り

が
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、身
近
な

こ
と
か
ら
活
動
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

●
ご
み
分
別
を
徹
底
し
、ご
み
の
量
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
浄
化
槽
の
清
掃
は
年
１
回
必
ず
行
い
、

ま
た
、定
期
点
検
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ

う
。

●
て
ん
ぷ
ら
油
の
廃
油
は
台
所
に
流
さ

ず
、巡
回
回
収
ま
た
は
市
役
所
に
持
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
川
や
道
路
へ
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄

を
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
散
歩
の
時
は
、ふ
ん
の
後
始
末
を

し
ま
し
ょ
う
。

●
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
の
む
だ
使
い
を
や
め

ま
し
ょ
う
。

●
自
動
車
の
利
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
行
動
が
、地
球
温
暖
化
防

止
や
河
川
の
水
質
改
善
に
つ
な
が
り
ま

す
。市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。〔

環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

平
成
26
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、

永
年
に
わ
た
っ
て
尽
力
さ
れ
た
功
労

に
よ
り
、受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、今
後
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

普
段
の
生
活
で
、水
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

す
か
。日
本
は
、上
水
道
が
発
達
し
、質
の
良

い
水
が
安
価
で
利
用
で
き
る
環
境
に
あ
り

ま
す
。し
か
し
、世
界
的
に
見
る
と
、そ
の
よ

う
な
土
地
は
、決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。地

球
規
模
で
考
え
る
な
ら
ば
、私
た
ち
は
、た
い

へ
ん
水
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、水
の
大
切
さ
を
意
識
し
づ

ら
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
は
、私
た
ち
の
足
下
か
ら
、

水
の
貴
重
さ
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
、奈
良
盆
地
は
、古
来
よ

り
雨
が
少
な
い
土
地
で
す
。そ
の
た
め
、農

民
た
ち
は
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し

た
。彼
ら
は
、川
を
整
備
し
、井
堰（
水
を
引

い
た
り
、水
量
を
調
整
す
る
た
め
に
川
の

水
を
せ
き
止
め
る
も
の
）を
作
り
、効
率
的

に
水
を
利
用
す
る
な
ど
、工
夫
を
凝
ら
し

ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ
で
も
水
は
不
足
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、奈
良
盆
地
で
は
、干
ば
つ
に

見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し

た
。一
方
で
、奈
良
の
南
部
は
起
伏
に
富
ん

だ
山
地
で
、雨
も
多
く
、水
が
豊
か
に
あ
り

ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
水
は
、吉
野
川
に

集
ま
り
、和
歌
山
方
面
へ
と
流
れ
て
い
き

ま
す
。

こ
の
状
況
を
な
ん
と
か
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
の
が
、吉
野
川
分
水
で
し
た
。江
戸

時
代
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
計
画
で
し
た

が
、実
現
し
た
の
は
、構
想
か
ら
お
よ
そ

３
０
０
年
後
の
昭
和
62
年
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
完
成
に
よ
り
、よ
り
安
定
し
た
水
の

調
達
が
奈
良
盆
地
で
も
可
能
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
、む
か
し
か
ら
奈
良
の

人
々
は
、水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。水

を
飲
む
と
き
、そ
ん
な
想
像
を
し
て
み
る

と
、水
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
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自
然
史
博
物
館（
編
著
）

〔
水
道
総
務
課
・
工
務
課

☎
52
・
１
３
６
５
〕

春
の

叙
勲
・
褒
章

藍
綬
褒
章

（
更
生
保
護
功
績
）　

松
村　

宗
昭
さ
ん
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（
駆
除
方
法
）

●
ク
モ
に
直
接
、市
販
の
家
庭
用
殺
虫
剤

を
噴
霧
す
る
か
、靴
で
踏
み
つ
ぶ
し
て

駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

●
卵
は
、完
全
に
踏
み
つ
ぶ
す
か
、焼
却
し

て
く
だ
さ
い
。

（
か
ま
れ
た
と
き
の
処
置
）

●
か
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
水
や
温
水
で
よ
く

洗
い
流
し
、病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

■ 

ハ
チ

初
夏
は
ハ
チ
が
活
動
す
る
時
期
で
す
。

家
の
軒
下
や
屋
根
裏
に
は
、今
の
時
期
か

ら
ハ
チ
が
巣
を
作
り
始
め
ま
す
。ハ
チ
の

駆
除
は
、巣
が
大
き
く
な
る
前
に
、害
虫
駆

除
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。家
庭
で

市
販
の
ハ
チ
用
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
場
合

は
、ハ
チ
の
種
類
に
よ
っ
て
効
き
目
が
異

な
り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。特

に
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、刺
さ
れ
る
と
死
亡
す

る
危
険
性
が
あ
る
の
で
、巣
に
は
近
寄
ら

ず
、す
ぐ
に
業
者
に
駆
除
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

害
虫
駆
除
業
者
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、県
の
業
者
団
体
で
あ
る
、ペ
ス
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
協
会（
☎
０
７
４
２
・
23
・

７
３
１
２
）に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
環
境
衛
生
課　

内
線
２
８
１
〕

「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」

（
平
成
26
年
度「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

国
で
は
、男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
施
行
日（
平
成
11
年
６
月
23
日
）に
あ
わ

せ
て
、こ
の
期
間
を「
男
女
共
同
参
画
週

間
」と
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、「
男
性
が
、

企
業
人
と
し
て
も
家
庭
人
と
し
て
も
豊
か

な
生
活
を
お
く
る
た
め
に
、長
時
間
労
働

を
減
ら
し
て
、女
性
と
共
に
家
事
・
育
児
・

介
護
・
地
域
活
動
に
関
わ
り
た
く
な
る
よ

う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」と
な
っ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
の
ま
わ
り
で
は
、仕
事
上
の
責

任
を
果
た
し
つ
つ
、育
児
や
介
護
、地
域
活

動
の
参
加
な
ど
に
も
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
職
場
や
、社
会
環
境
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。自
ら
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス

で
、仕
事
と
家
庭
生
活
な
ど
が
お
こ
な
え

る
社
会
は
、誰
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い

社
会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
パ
ネ
ル
展

『
マ
ン
ガ「
男
社
会
の

常
識
・
非
常
識
」』

▽
と
き　

6
月
9
日
㈪
～
27
日
㈮

■ 

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

市
内
で
も
、セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。強
い
毒
を
持
っ
て
い
ま

す
が
、攻
撃
性
の
な
い
お
と
な
し
い
ク
モ

で
す
。素
手
で
捕
ま
え
た
り
触
っ
た
り
し

な
け
れ
ば
、か
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
家
庭
等
で

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
生
息
場
所
）

●
日
当
た
り
が
よ
く
、暖
か
い
と
こ
ろ

●
昆
虫
や
小
動
物
な
ど
の
餌
が
豊
富
に
あ

る
と
こ
ろ

●
巣
を
は
る
適
当
な
隙
間
が
あ
る
と
こ
ろ

●
排
水
溝
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
、フ
ェ
ン
ス

の
基
部
な
ど
低
い
と
こ
ろ

「
危
険
物
　
読
み
は
ま
っ
す
ぐ

ゼ
ロ
災
害
」

◎
危
険
物
所
有
事
業
所
で
は
・
・
・

施
設
の
日
常
点
検
を
確
実
に
行
い
、適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

人
為
的
な
ミ
ス
な
ど
に
よ
る
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、従
業
員
へ
の
適
切
な
保
安

教
育
を
お
こ
な
い
、自
主
保
安
体
制
を
構

築
し
ま
し
ょ
う
。

◎
一
般
家
庭
で
は
・
・
・

天
ぷ
ら
油
や
灯
油
な
ど
の
取
り
扱
い
に

は
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・
０
１
１
９
〕

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

誰
に
で
も
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意

識
は
あ
り
ま
す
。こ
の
パ
ネ
ル
は
、そ
ん
な

日
常
あ
り
が
ち
な
１
コ
マ
を
切
り
取
っ
て
、

マ
ン
ガ
で
楽
し
く
表
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、あ
な
た
の
意
識
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
人
権
施
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係

　

内
線
２
８
７
〕

虫
に
ご
注
意
！

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
～
29
日

６
月
８
日
～
14
日

危
険
物
安
全
週
間
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～
い
つ
ま
で
も
、自
分
の
お
口
で

食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
～

６
月
は
、「
食
育
月
間
」で
す
。ま
た
４
日
～
10
日
ま
で
の「
歯

と
口
の
健
康
週
間
」も
あ
り
、食
事
摂
取
と
口
の
健
康
を
考
え
る

に
は
、良
い
機
会
で
す
。

口
の
働
き
と
聞
い
て
、何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

「
食
べ
る
」「
話
す
」「
感
情
表
現
」「
呼
吸
す
る
」な
ど
、私
た
ち

が
元
気
で
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
の
大
切
な
働
き
が
あ
り
ま

す
。

口
の
働
き
が
低
下
す
る
と・・・

◎
食
べ
物
が
食
べ
に
く
く
な
る　

◎
虫
歯・歯
周
病
に
な
る

◎
口
臭
が
ひ
ど
く
な
る　

◎
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
い

◎
顔
つ
き
が
変
わ
る

こ
の
中
で
最
も
問
題
な
の
が
、食
事
を
摂
取
で
き
な
く
な
る
こ

と
で
す
。栄
養
の
摂
取
量
が
低
下
す
る
と
、「
低
栄
養
」の
状
態
に

な
り
ま
す
。

「
低
栄
養
」と
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
と
タ
ン
パ
ク
質
が
欠
乏
し
た
状

態
で
、健
康
な
体
を
維
持
し
、活
動
す
る
の
に
必
要
な
栄
養
素
の

糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理

～
あ
な
た
の
大
切
な

腎
臓
を
守
る
た
め
に
～

平
成
24
年
か
ら
、糖
尿
病
で
腎

機
能
が
悪
化
し
た
人（
糖
尿
病
腎

症
）を
対
象
に
、医
師・看
護
師・管
理

栄
養
士
が
共
同
し
て
指
導
を
行
い
、

透
析
が
必
要
と
な
る
前
に
予
防
す

る『
糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
管
理
』

と
い
う
診
療
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

国
を
挙
げ
て
の
糖
尿
病
対
策
で
す
。

今
回
は
、本
院
の
糖
尿
病
チ
ー
ム

が
行
っ
て
い
る『
糖
尿
病
透
析
予
防
指

導
管
理
』に
つ
い
て
、紹
介
し
ま
す
。

糖
尿
病
腎
症
か
ら
透
析
へ
移
行

す
る
の
を
予
防
す
る
た
め
の
目
標

に
は
、「
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と

並
ん
で
、「
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。そ
の
た
め
に

は「
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま
し
ょ

う
」、「
塩
分
は
控
え
ま
し
ょ
う
」、

「
軽
い
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
」、

「
家
庭
で
も
血
圧
を
計
り
ま
し
ょ

う
」な
ど
、お
馴
染
み
の
フ
レ
ー
ズ

で
す
が
、本
当
に
こ
れ
ら
の
積
み

重
ね
が
大
切
な
の
で
す
。食
事
療

法
も
運
動
療
法
も
大
切
で
あ
る

と
理
解
で
き
て
も
、継
続
す
る
の

は
難
し
い
も
の
で
す
。そ
こ
で
、糖

尿
病
チ
ー
ム
で
は
、繰
り
返
し
話

を
す
る
こ
と
で
、継
続
し
て
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か

と
、次
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

①
一
回
き
り
の
指
導
と
し
な
い
で
、

診
察
に
来
ら
れ
た
ら
、待
ち
時

間
を
利
用
し
て
、糖
尿
病
透
析

予
防
指
導
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、繰

り
返
し
話
を
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

②「
ま
た
か
」
と
飽
き
ら
れ
な
い

よ
う
に《
あ
な
た
の
腎
臓
を
ま

も
る
10
の
お
は
な
し
》と
し
て
、

10
回
で
完
結
す
る
よ
う
に
し
、一

回
の
時
間
は
短
く
、そ
し
て
毎

回
違
う
テ
ー
マ
を
聞
い
て
も
ら

え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

10
回
で
完
結
で
す
が
、希
望
が

あ
れ
ば
、も
ち
ろ
ん
何
回
で
も

繰
り
返
し
指
導
を
し
ま
す
。今

ま
で
の
最
高
指
導
回
数
は
16
回

で
、現
在
も
継
続
中
で
す
。

③
塩
分
に
つ
い
て
は
、「
計
っ
て
は

無
い
け
ど
、控
え
て
い
る
つ
も
り

…
」、「
慣
れ
て
し
ま
っ
て
、実
際

に
減
塩
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。た
し
か

に
、指
導
を
行
っ
て
い
て
も
、実

際
に
家
で
ど
こ
ま
で
実
行
で
き

て
い
る
の
か
、と
て
も
分
か
り

に
く
い
も
の
で
す
。そ
こ
で
、昨

日
摂
取
し
た
塩
分
量
が
、当
日

朝
の
尿
検
査
で
、お
お
よ
そ
の

数
値
が
分
か
る
尿
試
験
紙
を
使

用
し
、「
14
ｇ
」・「
６
ｇ
」と
具
体

的
に
示
す
こ
と
で
、食
事
を
見

直
し
た
り
、あ
る
い
は
自
信
を

持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
そ
の
他
、不
安
を
感
じ
た
と
き
に

は
、気
軽
に
電
話
で
の
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
る「
メ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」の
発
行
や
、指
導
日
の
１
～

２
週
間
前
に
は
、「
次
回
指
導
日

の
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
」の
送
付
、

指
導
期
間
中
に
誕
生
日
を
迎
え

た
人
へ
の
、「
お
誕
生
日
カ
ー
ド
」

の
送
付
な
ど
も
行
い
、血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、患
者
さ
ん
か
ら
、「
こ

こ
で
ま
た
話
が
で
き
る
と
思
っ
た

ら
が
ん
ば
れ
る
」、「
何
回
で
も
同
じ

話
を
聞
け
る
か
ら
安
心
」と
い
っ
た

嬉
し
い
声
も
い
た
だ
き
、私
た
ち
ス

タ
ッ
フ
の
励
み
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
を
受
け

る
に
は
い
く
つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す

が
、興
味
を
持
っ
た
人
は
、当
院
内
科

外
来
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
糖
尿
病
チ
ー
ム

管
理
栄
養
士　

山
本
友
香
〕
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昔
見
た
ア
ニ
メ
の
こ
と
を
、今

も
覚
え
て
い
ま
す
。白
人
の
子
ど

も
が
、黒
人
の
子
ど
も
に
ひ
ど
い

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。内
容

は
一
切
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、私
が

と
て
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

黒
人
の
子
ど
も
が
と
っ
た
言
動
で

す
。そ
の
子
は
、自
分
の
腕
を
ナ
イ

フ
で
切
っ
て
、血
を
流
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、相
手
の
子
ど
も
に
向

か
っ
て
、「
ど
う
だ
、皮
膚
の
色
は

違
っ
て
も
、君
の
体
の
中
に
流
れ
て

い
る
血
の
色
と
僕
の
体
の
中
に
流

れ
て
い
る
血
の
色
は
、同
じ
赤
い

色
だ
」と
言
っ
た
の
で
す
。私
は
こ

の
場
面
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

そ
し
て
、人
は
み
ん
な
同
じ
存

在
だ
と
い
う
こ
と
を
感
覚
で
わ

か
っ
た
の
で
す
。心
が
熱
く
な
り
、

な
ぜ
か
涙
が
出
き
ま
し
た
。私
が
、

小
学
生
の
高
学
年
の
こ
ろ
の
話
で

す
。最

近
、サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
で
、

史
上
初
め
て
無
観
客
試
合
の
開
催

と
い
う
重
い
制
裁
処
分
を
受
け
た

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。チ
ー
ム

は
、試
合
で
サ
ポ
ー
タ
ー
が
掲
げ

た
横
断
幕
が
差
別
的
だ
っ
た
な
ど

と
し
て
、Ｊ
リ
ー
グ
か
ら「
無
観
客

試
合
」の
開
催
と
い
う
重
い
制
裁

処
分
を
受
け
た
の
で
す
。

チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
は
、
無

観
客
試
合
の
前
に
、ク
ラ
ブ
が
推

進
し
て
い
る
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
活
動

を
意
味
す
る「
ス
ポ
ー
ツ・フ
ォ
ー

ピ
ー
ス
」と
い
う
ロ
ゴ
が
書
か
れ
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、会
場
の
ス
タ
ジ

ア
ム
の
ピ
ッ
チ
に
整
列
し
、キ
ャ
プ

テ
ン
が
差
別
の
根
絶
を
宣
誓
し
ま

し
た
。

「
私
た
ち
は
人
種
、肌
の
色
、性

別
、言
語
、宗
教
、出
自
そ
の
他
の

差
別
は
認
め
な
い
と
宣
言
し
ま

す
。サ
ッ
カ
ー
は
ス
ポ
ー
ツ
や
社
会

か
ら
差
別
を
除
く
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
、仲
間

と
と
も
に
差
別
と
戦
う
こ
と
を
誓

い
ま
す
」と
言
い
、試
合
に
臨
み
ま

し
た
。

今
回
の
問
題
を
受
け
、チ
ー
ム

は
差
別
問
題
に
対
す
る
ク
ラ
ブ
内

の
意
識
改
革
を
進
め
る
と
と
も

に
、サ
ポ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン
の
観
戦

ル
ー
ル
を
見
直
す
な
ど
、誰
も
が

安
心
し
て
試
合
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
ス
タ
ジ
ア
ム
作
り
に
取
り

組
む
と
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
人
種
差
別
を
持
ち

込
む
こ
と
は
、フ
ェ
ア
プ
レ
ー
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て

示
し
た
の
で
す
。私
た
ち
の
生
活

も
、フ
ェ
ア
プ
レ
ー
で
い
き
た
い
も

の
で
す
。

無
観
客
試
合
か
ら 135

足
り
な
い
状
態
の
こ
と
で
す
。

「
低
栄
養
」に
な
る
と・・・

◎
体
力
が
低
下
す
る　

◎
病
気
に
か
か
り
や
す
い

◎
骨
折
し
や
す
く
な
る　

◎
物
忘
れ
が
多
く
な
る

な
ど
の
健
康
上
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、高
齢
者
に
と
っ
て
は
、肥
満

と
共
に
怖
い
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

口
の
働
き
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は・・・

①
歯
磨
き・う
が
い・・・
毎
食
後
お
こ
な
い
、み
が
き
残
し
の
無
い

よ
う
に
、歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
も
使
い
ま
し
ょ
う
。舌
や
入
れ
歯

の
ケ
ア
も
お
忘
れ
な
く
。

②
口
の
運
動・・・口
の
開
閉
、舌
出
し
、ほ
っ
ぺ
の
ふ
く
ら
ま
し
な

ど
を
行
い
、口
周
り
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

③
し
っ
か
り
噛
む・・・
食
事
の
時
、か
む
回
数
を
増
や
す
事
で
唾

液
の
分
泌
を
促
し
、口
の
中
の
清
潔
を
保
ち
ま
す
。

④
歯
科
検
診・・・か
か
り
つ
け
歯
医
者
を
決
め
て
、定
期
的
に
受

診
し
、入
れ
歯
の
か
み
合
わ
せ
も
定
期
的
に
調
整
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

し
っ
か
り
と
口
か
ら
食
事
が
で
き
れ
ば
、体
力
も
増
し
ま
す
。

体
力
が
つ
け
ば
活
動
量
も
自
然
に
増
え
、外
出
し
、人
と
会
う
機

会
も
増
え
ま
す
。人
と
会
う
機
会
が
増
え
れ
ば
会
話
も
盛
ん
に

行
わ
れ
ま
す
。そ
う
す
る
と
、口
を
自
然
に
使
う
よ
う
に
な
り
、口

の
機
能
も
向
上
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
良
い
習
慣
の
連
鎖
が
発
生
す
る
こ
と
で
、元
気
で

活
動
的
な
生
活
を
い
つ
ま
で
も
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
課
〔
内
線
５
５
８・５
８
８
〕
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な
ど
日
常
生
活
に
関
す
る
契
約
に

つ
い
て
は
、事
情
が
違
い
ま
す
。夫
婦

の
一
方
が
、第
三
者
と
夫
婦
間
の
日

常
生
活
に
関
す
る
契
約
を
し
た
と

き
は
、他
の
配
偶
者
も
連
帯
し
て
責

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を「
日
常
家
事
債
務
」と
言
い

ま
す
。普
通
、夫
婦
は
経
済
的
に
一

体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、「
夫

婦
で
連
帯
」と
い
う
の
は
あ
ま
り
意

識
を
し
な
い
と
思
い
ま
す
。た
だ
、別

居
中
で
あ
っ
た
り
、離
婚
後
に
婚
姻

期
間
中
の
借
金
が
問
題
と
な
っ
た
場

合
や
、夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
破
産
し

た
場
合
な
ど
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

で
は
、日
常
家
事
債
務
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
該
当
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。夫
が
勝
手
に
背
負
い
込
ん
だ
多

額
の
借
金
を
妻
が
連
帯
責
任
を
負

わ
さ
れ
る
の
で
は
、あ
ま
り
に
も
酷

な
話
で
す
。そ
の
た
め
、日
常
の
家
事

の
範
囲
内
か
否
か
に
つ
い
て
は
、夫
婦

の
日
常
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
事

柄
か
否
か
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。具
体
的
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
夫
婦
の
社
会
的
地
位
、職
業
、資

産
な
ど
を
含
め
た
現
実
的
な
生
活

状
態
に
照
ら
し
て「
日
常
の
家
事
」

に
あ
た
る
か
ど
う
か
が
、個
別
的
に

判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。日

大
和
高
田
語
り
べ
：
　
上
嶋　

丈
夫
さ
ん

　

上
嶋
丈
夫
さ
ん
は
、市
内
に
住
ん
で
90
年
。
自
身
が
見
て

き
た
高
田
の
歴
史
を
、文
章
に
書
き
と
ど
め
て
い
ま
す
。

「
好
仁
橋
」余
話

高
田
川
の
廃
川
に
よ
り
撤
去

さ
れ
た「
好こ

う

仁じ
ん

橋ば
し

」の
か
か
っ
て
い

た
場
所
か
ら
、説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。橋
は
Ｊ
Ｒ（
国
鉄・昭
和

62
年
４
月
１
日
民
営
化
さ
れ
る

ま
で
は
、国
営
の
鉄
道
省
の
路
線

の
た
め「
省
線
」と
言
い
ま
し
た
）

高
田
駅
か
ら
市
役
所
に
通
じ
る
、

市
役
所
通
り
に
か
か
っ
て
い
ま
し

た
。明

治
27
年
に
架
橋
さ
れ
た
理

由
は
、24
年
に
国
鉄
が
開
通
し

ま
し
た
が
、町
の
西
北
部（
寺
内

町
の
北
部・
即
ち
現
在
の
北
本

町
）か
ら
停
車
場（
駅
舎・の
り

ば
）へ
行
く
に
は
、や
や
南
に
出
て

東
へ
、天
神
橋
を
渡
り
、本
郷
の

角
を
北
へ
と
遠
回
り
す
る
こ
と
に

な
り
、こ
の
不
便
さ
を
解
消
す
る

た
め
、葛
原
澳
造
の
提
唱
に
、松

岡
万
造・
吉
村
喜
八・
赤
土
健
次

郎
ら
が
加
わ
り
、大
阪
軌
道（
近

鉄
）か
ら
も
出
資
を
得
て
、架
橋

さ
れ
た
も
の
で
す
。ま
た
同
年
５

月
に
、橋
の
た
も
と
に「
好
仁
橋

の
碑
」が
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、廃
川
に
伴
い
撤
去
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、郷
土
史
家・
吉
村
芳

倶
氏
の
提
言
に
よ
り
、現
在
は
、

さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
東
側
に
建
立

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。碑
文
の
随

所
に
損
傷
の
跡
が
見
ら
れ
、残
念

で
す
。
碑
文
は
漢
字
ば
か
り
の

羅
列
で
、私
で
は
解
読
で
き
ま
せ

ん
。
梅
田
雲
濱
碑
の
横
に
あ
り

ま
す
か
ら
、一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
私
も
、再
度
確
か
め
に

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、石
質
が
も

ろ
い
た
め
と
長
年
風
雨
に
さ
ら
さ

れ
た
た
め
、相
当
に
損
傷
し
て
い

ま
す
。一
部
欠
損
し
た
部
分
を
修

復
は
し
て
あ
り
ま
す
が
、判
読
は

無
理
で
す
。そ
う
し
た
意
味
合

い
か
ら
、後
世
に
伝
え
る
た
め
、

次
に
原
文
を
掲
載
し
て
お
き
ま

す
。

相
談
事
例

夫婦間の
日常家事債務
妻が勝手に買った浄水器の
ローン債権の支払い請求

10
年
程
前
、妻
が
訪
問
販
売
で

浄
水
器
の
売
買
契
約
を
し
、ロ
ー
ン

支
払
い
と
し
た
。妻
が
支
払
い
を
し

て
い
た
が
、最
近
離
婚
し
た
。先
日

自
分
あ
て
に
ロ
ー
ン
の
支
払
い
を
求

め
る
手
紙
が
届
き
、応
じ
な
け
れ
ば

民
事
訴
訟
の
手
続
き
を
進
め
る
と

の
内
容
で
あ
っ
た
。元
妻
が
勝
手
に

契
約
し
た
も
の
で
あ
る
が
、自
分
が

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

（
50
歳
代　

男
性
）

売
買
契
約
な
ど
か
ら
生
じ
た
債

務
は
、そ
の
契
約
当
事
者
が
負
い
、

契
約
に
関
わ
っ
て
い
な
い
人
に
は
、原

則
と
し
て
効
果
は
及
び
ま
せ
ん
。そ

の
た
め
、夫
婦
間
で
も
妻
が
契
約
し

た
債
務
を
、夫
が
負
担
す
る
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、衣
食
住

好
仁
橋
の
碑
文

世
道
一
変
百
事
其
擧
機
功
広
公
益
日
進
置
於
一
日
月
□
山
埋
川
変
険
遠
為
東
進
本
邦
土
木

之
功
於
斯
為
盛
自
高
田
西
北
隅
東
抵
於
停
東
場
民
屋
当
其
衝
高
田
川
又
阻
其
東
路
窰
塞
而

本
通
是
以
南
出
干
天
神
橋
屈
扼
迂
回
而
至
故
軌
夫
馳
東
行
旅
負
重
当
及
於
此
塗
以
為
不
使

高
志
土
葛
原
澳
造
深
憂
之
規
画
有
年
与
同
志
松
岡
萬
造
吉
村
喜
八
赤
土
健
次
郎
倶
謀
諸
子

大
阪
鉄
道
会
社
会
社
可
之
出
資
助
之
於
是
窰
塞
斬
□
撤
屋
舎
架
橋
梁
以
簡
闢
新
道
東
抵
停

車
場
厥
功
不
日
而
成
人
皆
便
之
名
其
橋
日
好
仁
橋
益
表
彰
奉
志
也
吁

此
擧
也
具
体
労
斎

物
之
功
章
々
其
大
矣
乃
勒
於
石
以
垂
不
朽

　
　
　

南
和
高
田
僑
客　
　
　

栖
雲　
　
　

久
保
恕
撰

明
治
二
七
年
五
月
建
之　
　
　
　
　
　

稲
葉
直
行
書　
　
　

石
工　

林
亀

● 市消費生活センター ▽相談日時　月〜金曜日 午前10時〜午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。
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常
家
事
債
務
の
判
断
要
素
と
し
て

は
、具
体
的
に
は
裁
判
例
な
ど
に
よ

り
、判
断
さ
れ
て
い
る
項
目
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

［
日
常
家
事
債
務
と
し
て

肯
定
さ
れ
た
も
の
］

●
借
家
の
家
賃
、光
熱
水
費
、テ
レ

ビ
受
信
料
、生
活
必
需
品
の
購

入
、子
供
の
教
育
・
養
育
費
、家

族
の
医
療
費
、レ
ジ
ャ
ー
費
・
被
服

代
・
化
粧
品
代（
収
入
に
比
較
し

文
化
や
歴
史
、名
所
な
ど
を
紹
介
し
て

い
て
、そ
の
地
域
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。ま
た
、写
真
が
多
く
使
わ
れ
て

い
る
児
童
書

で
す（
こ
の
シ

リ
ー
ズ
は
全

７
巻
か
ら
な

り
ま
す
）。

山
本
博
文 

監
修
／
小
峰
書
店

『
事
前
学
習
に
役
立
つ

み
ん
な
の
修
学
旅
行　

東
京
』

６月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
江
戸
っ
子
さ
ん
き
ち
と
子
ト
キ
』

菊
池
日
出
夫 

作
／
福
音
館
書
店

『
昔
の
く
ら
し
と
道
具
』〈
全
６
巻
〉

大
島
建
彦 

監
修　

大
角
修 

作
／
小
峰
書
店

『
伝
説
の
エ
ン
ド
ー
く
ん
』

ま
は
ら
三
桃 

作
／
小
学
館

『
街
歩
き
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

安
藤
邦
彦 

著　

杉
浦
伸
郎 

著
／
主
婦
の
友
イ
ン
フ
ォ
ス
情
報
社

『
１
つ
作
っ
て
×
３
世
代
お
か
ず
』

舘
野
鏡
子 

著
／
主
婦
の
友
社

『
直
木
賞
受
賞
エ
ッ
セ
イ
集
成
』

文
藝
春
秋 

編
／
文
藝
春
秋

◎おはなし会
かい

▷とき　6月14日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

● おはなし	 『さるかに』
● 絵

え

本
ほん

	 『大きな木
き

』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫
▷とき　6月28日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

● おはなし	 『二ひきのかえる』
● 絵

え

本
ほん

	 『もこもこもこ』

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
があります。

６月の新着図書

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕

◎
何
に
し
よ
う
か
な
…
。

旅
の
思
い
出
と
し
て
の
お
土
産
や

訪
問
の
際
の
手
土
産
は
、迷
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
…
。そ
こ
で
、

今
回
は「
み
や
げ
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

『
全
国
ス
テ
キ
な
古
都
さ
ん
ぽ
』

（
伊
藤
美
樹
著
／

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

散
歩
の
よ
う
に
気
楽
に
楽
し
め
る

ヒ
ン
ト
と
し
て
、東
京
や
小
京
都
な

ど
古
都
の
郷
土
ご
は
ん
と
ご
当
地

み
や
げ
を
紹
介
し
て
い
る
本
で
す
。

『
奈
良
お
み
や
げ
手
帖
』

（
佐
藤
紅
編
著
／
光
村
推
古
書
院
）

工
芸
品
や
名
産
品
だ
け
で
な
く
、

お
菓
子
や
お
守
り
な
ど
奈
良
ら
し

い
お
み
や
げ
を
紹
介
し
て
い
る
本
で

す
。

『
や
ま
の
お
み
や
げ
』

（
原
田
泰
治
作
／
ポ
プ
ラ
社
）

色
づ
い
た
山
の
様
子
や
風
景
を
ほ

の
ぼ
の
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。秋
の

季
節
の
お
は
な
し
で
す
が
、自
然
か

ら
の
お
み
や
げ
に
懐
か
し
さ
を
感
じ

ま
す
。

「商品の使い方」「使用上の制限」「返品の可否」など
を確認してから注文しようね。

安く買えるのはいいことだけど、ちょっと注意したほう
がいいね。

そもそもニセモノを売っていたら犯罪だね。ここでは返
品ができるかを確認したほうがいい。

通信販売では、事業者が返品の可否、期限の特約を設
けている場合があるからね。特約がない場合は、受領
した日から８日以内であれば返品できるよ。

この宝石が半額になるんですって！すごいですね、こ
のテレビショッピング。

ニセモノなんですか？

テレビでは返品できるかなどの表示時間が短くて、
わかりにくいですよね・・・

買ってから後悔はしたくないですよね。

テレビショッピング
教えて！
最新情報

て
相
応
な
程
度
）

［
日
常
家
事
債
務
と
し
て

否
定
さ
れ
た
も
の
］

●
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
よ
る
借
金
、仕
事

上
の
借
金
、収
入
に
比
較
し
て
不

相
応
な
高
価
品
の
購
入
、交
通

事
故
等
の
損
害
賠
償

消
費
者
契
約
で
困
っ
た
と
き
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
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